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１．滋賀銀行のＩＴ戦略（実績）

１．１．ＩＴへの取組実績
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本店所在地 滋賀県大津市
設立 昭和8年10月1日
総資産 4兆 637億円
資本金 330億円
預金残高 3兆6,104億円
貸出金残高 2兆4,160億円
従業員 2,262人
店舗数 134ｶ店

本店所在地 滋賀県大津市
設立 昭和8年10月1日
総資産 4兆 637億円
資本金 330億円
預金残高 3兆6,104億円
貸出金残高 2兆4,160億円
従業員 2,262人
店舗数 134ｶ店

１．１．１．しがぎんのデータ
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本店



お客さま
ﾏｰｹｯﾄｲﾝ

モルタル＆クリック

お客さまに
利便性を

お客さまに
高度な金融ｻｰﾋﾞｽを

お客さまに満足を提供

コールセンター
（ﾊﾛｰｻﾎﾟｰﾄ）

携帯電話
インターネット

ホームページ

ＡＴＭ（自動機ｺｰﾅｰ）

ファームバンキング
（ＦＢ)

ｅ - ﾀﾞｲﾚｸﾄ

ITを活用したﾁｬﾈﾙ

窓口係

得意先係 営業店

ｅ - プラザ

（ﾛｰﾝ相談）

店舗を中心としたﾁｬﾈﾙ
Face to Face

１．１．２．チャネル戦略
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・96年 1月 マルチメディア委員会立ち上げ

・98年 3月 イントラ「夢現ネット」稼動（2,000台のパソコン配布）
～99年 1月

・99年 9月 モバイル・インターネットバンキング本格稼動
・99年10月 ＤＢＭシステム本番運用開始

・00年12月 テレホンバンキングシステム稼動

・01年 5月 融資支援システム稼動
・01年12月 『しがぎん』ダイレクトスタート（IB・MB・TBの統合）

・03年 5月 『しがぎん』Ｂｉｚダイレクト稼動

・04年 4月 新営業店システム試行開始

・06年12月 新事務棟竣工

・08年 １月 次期基幹系システム更改予定

１．１．３．取組年表
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チャネル・業務系拡充 ’00～

お客さま向け（テレバン、インターネットバンキング）
行内向け（融資／攻略／ＣＲＭ支援）

データウェアハウス「ＤＢＭ」 ’99～
お客さま中心データモデル
を採用したデータハブ

イントラ「夢現ネット」 ’98～
高速LANとPC1人1台配備

メインフレーム基盤

オープン基盤

情報系
収益管理を中心とした

戦略基盤

勘定系 ’88～
3次オン稼動後、
段階的に拡張

次期基幹系システム構築(2008年1月稼動予定)のねらい
◆システムの全体最適
◆経営戦略のサポート（柔軟性と拡張性）
◆勘定系／情報系／営業店システムの三位一体
◆次世代に向けたシステム基盤構築と人材育成

営業店システム ’05～
事務効率化と

セールス機能強化

ＤＢＭ（Data Base Marketing)

１．１．４．システム構築のシナリオ
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コールセンター ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ・共同ｾﾝﾀｰ店 舗

DBMｼｽﾃﾑ
（ＭＣＩＦ）

勘定系 情報系

お客さま

営業支援
（渉外）

融資支援
（審査）

ﾃﾞｰﾀﾊﾌﾞとしてDBMｼｽﾃﾑ(MCIF）を活用したCRM

全てのﾁｬﾈﾙで最適なサービスを提供

CRM支援

（店頭）

本部staff

情報共有
Ｎｏｔｅｓ

ﾃﾚﾎﾝﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ

モ
ル
タ
ル

モ
ル
タ
ル

ク
リ
ッ
ク

ク
リ
ッ
ク

ﾁｬﾈﾙ間の情報連携で、ﾀｲﾑﾘｰで継続したｺﾐﾆｭｹｰｼｮﾝを実現

ﾛｰﾝ審査

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ
個人・事業者

お客さまに利便性をお客さまに高度な金融ｻｰﾋﾞｽを

ITを活用したﾁｬﾈﾙ店舗を中心としたﾁｬﾈﾙ
Face to Face

ホームページ

ＡＴＭ

１．１．５．システムの全体像（チャネルを支援するシステム）
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１．滋賀銀行のＩＴ戦略（実績）

１．２．個別チャネルシステム
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◇『しがぎん』ダイレクト（個人向け）

１．２．１．ダイレクトチャネル

◇『しがぎん』Ｂｉｚダイレクト(法人向け）

◇ｅ－ＫＥＩＢＵＮ（経営者支援サイト）

電 話 携帯電話 インターネット

電 話 インターネットＦ Ａ Ｘ
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お客さまマスタ機能

交渉履歴登録機能

行動支援機能

情報参照支援機能

１．２．２．渉外チャネル（攻略支援システム）
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◇融資ＢＰＲの方向性

アドバイザリー

機能の充実
リスク管理の強化

融資業務の効率化

与信判断の高度化 クイックレスポンス

１．２．３．融資業務（融資支援システム）

◇基本的な考え方

取引先概要
実態バランス
スコアリング

取引先概要
スコアリング

与信ライン
取引方針

簡易格付
簡易査定

案件審査案件審査

企業格付
自己査定

個別管理先個別管理先
プール管理先プール管理先

企業審査

案件審査

情報収集

企業審査

案件検討

稟協議作成

承認・実行

ﾛｰﾝﾚﾋﾞｭｰ

案件審査

＜業務の流れ＞
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システム化業務のＢＰＲ



◇ハイカウンター支援機能

制御装置制御装置

ディスプレイディスプレイ

通帳伝票ﾌﾟﾘﾝﾀ通帳伝票ﾌﾟﾘﾝﾀ
ﾃﾗｰ用入出金機ﾃﾗｰ用入出金機

ｽﾀﾝﾄﾞ型ｲﾒｰｼﾞｽｷｬﾅｽﾀﾝﾄﾞ型ｲﾒｰｼﾞｽｷｬﾅ

事務の堅確化 事務の効率化 シンボルでお客さまの取引を表示

勘定取引とお客さま情報を連動

１．２．４．営業店システム（ＣＲＭ支援システム）
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+

◇ローカウンター支援機能（相談業務サポート）

お客さまの
サービス契約情報と
チャネル利用状況

お客さまの
預り資産ポートフォリオ

交渉履歴登録機能 ｾｰﾙｽﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝ機能 投信業務ﾌﾛｰ支援

情報把握
①取引情報 ②世帯情報
③行動情報 ④提案情報
⑤交渉履歴

提案支援
①金融資産ポートフォリオ
②家計簿診断シート
③ライフプランシミュレーション
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１．滋賀銀行のＩＴ戦略（実績）

１．３．新事務棟
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建築面積567㎡ 延床面積4,678㎡
基礎免震構造の地上9階建

免震ゴムアイソレータ 鋼材ダンパー 鉛ダンパー

平成18年12月20日竣工

地震対策

電力事故対策

落雷対策

大規模災害対策

火災対策

基礎免震構造のよる建物

電源設備の二重化、
自家発電設備

避雷設備

給水備蓄

超高感度煙感知器

自分の城は自分で守るという自己責任原則

建築関係

電気設備

太陽光発電設備

空調設備

消火設備

３Ｒ品を使用し環境配慮
（ﾘﾃﾞｭｰｽ、ﾘﾕｰｽ、ﾘｻｲｸﾙ）

オゾン層破壊計数ゼロの
新冷媒を使用

窒素ガス消火設備導入

ＢＣＰの観点

大規模災害にも耐えられるインフラ構築

ＣＳＲの観点

地域を代表する金融機関としての社会的責任

設
計
コ
ン
セ
プ
ト

省ｴﾈﾙｷﾞｰ機器採用

年間約1.4トンの二酸化炭素

の排出削減

１．３．１．新事務棟のコンセプト
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１．３．２．ＢＣＰの観点 １．３．３．ＣＳＲの観点（ＩＳＯ14001環境・省ｴﾈﾙｷﾞｰ面）



２．滋賀銀行のＩＴ戦略（これから）

２．１．次期基幹系システムの更改
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自営方式

２．１．１．更改の選択肢

施設（ファシリティ）基盤の整備、
システム部門の人員構成とス
キル標準を見直し体制を強化

自営・共同
自営

共同化

自行ｾﾝﾀｰ

現行ｿﾌﾄ
の活用

外部

自前
現行ｾﾝﾀｰ
の活用

共同化のスキーム

＜銀行系＞

＜ベンダー系＞

する

しない

オープン系

ハウジング
ファシリティアウト
アウトソーシング

現行ホストの単純更改

ＮＯ
現行ソフトの他ベンダーへの移行

ホストベンダーのオープンスキーム

オープンパッケージ

建替え

する

しない

ＹＥＳ

共同化について 自営ｼｽﾃﾑ更改について

センター設備について

コスト･機能･インフ
ラ基盤面を考慮し、
ホスト資産棚卸
（第三者の目で）
のうえ、単純更改
し将来の選択肢を
広くとる方針

オープン化も視
野に入れ、次世
代に向けて情報
収集を継続

情報系へのデータ展開のスピードアップと、展開データの精度アップを実現し
情報系の基盤をオープン系として、リレーショナル・データベースを活用し、
Web基盤を使ったフロントシステムによる業務サポート機能を充実させることで

変化する環境へのシステム対応の柔軟性を保証
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次世代へ向けた
ＩＴガバナンスと
ＩＴの戦略的活用

次世代へ向けた
ＩＴガバナンスと
ＩＴの戦略的活用

蓄積された
資産と情報の
「有効活用」

蓄積された
資産と情報の
「有効活用」

勘定系システム勘定系システム勘定系システム対外系システム対外系システム対外系システム

攻略支援攻略支援

融資支援融資支援

CRM支援CRM支援

日次・一部ﾃﾞｨﾚｰﾄﾞ日次・一部ﾃﾞｨﾚｰﾄﾞ

戦略性/柔軟性向上

更改前

情報の精度と鮮度向上

情報系システム情報系システム情報系システム

攻略支援攻略支援

融資支援融資支援

CRM支援CRM支援

シームレス連携

３０分以内のﾃﾞｨﾚｰﾄﾞ３０分以内のﾃﾞｨﾚｰﾄﾞ

新システム

電子帳票電子帳票

戦略的情報基盤

全体最適とシステム部門のスキル強化

安定した業務基盤

コスト削減

DBM
ｼｽﾃﾑ
DBMDBM
ｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑ

対外
ｼｽﾃﾑ

対外対外
ｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑ

勘定系システム勘定系システム勘定系システム

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ性向上
(2007年問題)

新情報系システム新新情報系システム情報系システム自振
ｼｽﾃﾑ

自振自振
ｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑ

「リスク感応度の高いシステム」
営業店・本部業務の効率化とともに、リスクの感知と回避を支援

「リスク感応度の高いシステム」
営業店・本部業務の効率化とともに、リスクの感知と回避を支援

「戦略性・柔軟性を持った経営情報支援」
ＩＴガバナンス実現の下、変化に柔軟に対応して経営情報を支援

「戦略性・柔軟性を持った経営情報支援」
ＩＴガバナンス実現の下、変化に柔軟に対応して経営情報を支援

「お客さま中心の商品・サービスの価値向上」
情報力を源泉とした「高度な金融ｻｰﾋﾞｽ（知恵と親切）」と「利便性」を提供

「お客さま中心の商品・サービスの価値向上」
情報力を源泉とした「高度な金融ｻｰﾋﾞｽ（知恵と親切）」と「利便性」を提供

ＩＴの活用指針

日立ﾊﾟｯｹｰｼﾞ 富士通ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑ 富士通基幹IAｻｰﾊﾞ

Ｏ
Ｄ
Ｓ

Ｄ
Ｗ
Ｈ

Ｄ
Ｍ

ODS：ｵﾝﾗｲﾝ･ﾃﾞｰﾀ･ｽﾄｱ
DWH：ﾃﾞｰﾀｳｪｱﾊｳｽ
D M：ﾃﾞｰﾀ･ﾏｰﾄ

２．１．２．更改の概要（勘定系＋情報系）
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ＩＴに求める価値のパラダイムシフト（情報処理から情報活用へ）



◇戦略性・柔軟性を持った経営情報支援

科学データを利用した経営支援

・変更になった業務プロセスを反映
・施策をモニタリングする仕組みを支援

業務把握の経営情報をレベルアップ

・データの鮮度（スピード）のレベルアップ
・データの精度（正確性）のレベルアップ

財務会計データの充実

・勘定更新の明細ログデータを充実
・管理会計と財務会計の整合データを提供

ＢａｓｅｌⅡ後の業務運営をサポート
・業務計画・予実管理・収益シミュレーションの支店サポート
・信用度基軸の切り口による本部分析
・信用コストを加味した長期・ＡＬＭ・業計シミュレーション

◇お客さま中心の商品・サービスの価値向上

お客さま中心データモデルの充実

・お客さまの取引継続性保証（履歴充実と長期保有）
・名寄（全店名寄・世帯名寄・勤務先名寄）

～「高度な金融サービス（知恵と親切）」の情報基盤

情報系で業務支援

・お客さま向け情報支援システムへの情報提供
・店頭のナビゲーションや業務モニタリング

～「高度な金融サービス（知恵と親切）」のための情報活用

サービス時間の拡大

・勘定系の２４時間３６５日稼動をサポート
・インターネットバンキングの２４時間対応レベルアップ
・休日(ｅプラザ等)のお客さま向情報支援の基盤充実

～各チャネルでの｢利便性」の提供

◇リスク感応度の高いシステム

セキュリティの向上

・お客さま情報の漏洩対策を充実

・外部からの侵入やシステム破壊対応

データ暗号化、権限管理強化、監査証跡取得による牽制

センターセキュリティの強化、ファイアウォール機能の充足

内部統制環境の構築

・IT全般統制（ＩＴの統制：間接統制）

・IT業務処理統制（ITによる統制：直接統制）
・業務企画運営

監査証跡を業務モニタリングに利用し、リスク評価・業務効率化
へのPDCA運営を支援
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２．１．３．機能要件



２．滋賀銀行のＩＴ戦略（これから）

２．２．次世代への取組
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機械化検討小委員会の取組

◇各部案件にかかる事前相談フローの確立
・上流設計から参画しニーズとシステムのバランスを最適化
・ＲＦＰによる競合でコスト削減と適正なコストの導出

◇システム基盤やシステム間連携の標準化検討
・ＩＴガバナンス（システムの全体最適）によるコスト削減
・セキュリティレベルとコストのバランス

開発コストの見直しの取組

◇メンテナンスコストの見直し
・マルチベンダー競合によるコスト削減
・保守案件と投資案件の厳格管理

◇次期基幹系の棚卸による既存資源のスクラップ

システム部の要員構成

◇次世代を担う人材の育成
・次世代をマネジメントしていく中堅層の強化
・次世代の主戦力となる新人層の育成
・培ってきたノウハウの引継ぎ

◇新たな業務体制「ＢａｓｅｌⅡ後」への対応

システム部要員の必要スキル

◇ＩＴを統轄するための基本スキル
・コミュニケーション能力（ベンダー・ユーザ・メンバー折衝）
・ロジカルシンキング、プロジェックトマネジメント力

◇システム技術面でのスキル標準
・システム開発運用、コンピュータシステム、
データベース、ネットワーク、セキュリティ

システム機能のレベルアップ

◇サービスのご利用時間とご利用機能の拡大
◇安定したサービスの提供（システムの安定稼動）
◇安全なお取引の保証（セキュリティ面の強化）

データモデルのレベルアップ

◇お客さま中心データモデルの充実
◇データの鮮度・精度をレベルアップしてサービスに活用

業務を支援するプロセスの可視化

◇ＩＴ統制と業務フロー
・業務の手順（業務フロー）と情報の流れ（データフロー）が重要

◇システム部門の開発・運用基準の見直し
・公表されている他の基準とのＦＩＴ＆ＧＡＰ分析

◇部門導入システムの統制
・部門導入のサブシステムをデータベース化して一元管理
・パッケージ導入ルールを整備、運用マニュアル整備を支援

◇ＥＵＣの統制
・重要業務で利用するスプレッドシートの掌握

使用目的（業務目的、分析・管理目的、財務目的）
シート機能（電子ログ、関数計算、マクロ等アプリケーション）

・スプレッドシートの統制管理支援
変更管理、アクセス管理、バックアップ、ロジック検証

◇ビジネスプロセス（営業戦略）見直しと業務フロー
・多様化・複雑化した業務プロセスの効率的な構築
・システムがサポートすべき業務プロセスへ最適なサポート

◇リスクコントロールと業務フロー
・業務フローを可視化しリスクの評価・コントロールを構築

ＩＴ全般統制（システム部門のプロセス改革）
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２．２．１．財務の視点

２．２．２．人材育成の視点

２．２．３．お客さまの視点 (商品とサービスのレベルアップ)

２．２．４．ビジネスプロセスの視点


